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〔論文審査の要旨〕 
本論文は広大なユネスコの生物圏保護区があるインドネシア国スマトラ島の流域と高い
人口密度で開発の進んだ同国ジャワ島の流域の、ともに湿潤熱帯流域において土地利用・
土地利用変化などに注目した景観生態学的研究を行ったものである。研究成果から、土地
利用を適正に行うことで、さらなる土地荒廃を阻止できることや生物圏保護区の生態学的
質を低下させない土地の地域区分を検討している。また、スマトラ島の流域では、ユネス
コが提案している「流域持続可能性指数WSI」を算出するために、HELP分析のための資
料（H 水質調査資料、E 環境資料：土地利用、L 生活水準、P 環境政策）を調査・収集し
た。そして、この流域の WSI は今まで調査されている湿潤熱帯のマレーシア（0.65）、コ
スタリカ（0.74）、及びブラジル（0.65）に比べ低い値（0.59）であり、このままでは持続
可能性が困難である水準にあり、劣化要因を除いてゆく必要があることを突き止めた。こ
の手法による流域評価は同国で初めての研究である。 
論文は全６章からなり、1章は序論、2章は方法論、3章は土地利用・土地利用変化のそ
の駆動要因、4 章は土地利用・土地利用変化の生態学的影響、5 章は人口密度が多い事例
のジャワの流域での景観生態研究、6章はHELP分析による流域の持続可能性環境影響評
価、7章は総合考察と結論である。 
 本論文の 7章以外は、学術出版物（Springer刊）の 1章、査読制学術雑誌に 4編（国際
3、国内 1）、国際会議記録 1 編、合計 6 編として公表されている。もともと量的に貧弱だ
った湿潤熱帯の流域景観生態学的研究をおこなったこと。中でも事例の少なかったインド
ネシアからの情報提供であり、しかも初めて国際比較ができる研究成果を上げたことは高
く評価できる。なお、総合考察の中で、インドネシアで持続可能な流域管理にもっとも必
要なことは、環境政策と計画的土地利用指導であると指摘している。以上、審査の結果、
本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるものと、審査委員全員
で認めた。 
 
